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シンポジストの方々には、それぞれの視点から『社会人になること』についてお話を伺っ

た。１人目のシンポジストの山崎さんからは、サービス業の立場から「社会人になること」

についてお話しいただいた。山崎さんは、衣類を提供するサービス業に勤務し、多くの人に

対して洋服を勧める中で、社会から臨機応変に対応することが要求されているとお話して

いた。コロナウイルスの感染拡大を防ぐ目的で、不要不急の外出を控えるよう国が推奨して

いることから、対面による買い物が困難な状況になっている。限定された状況の中でどのよ

うに行動するのが最も有益かを考え、実行することが今後必要になると締めくくられた。

2人目のシンポジストである岩手県信用保証協会の藤澤さんからは、大学時代に活動して

いたボランティア活動や、社会人になってからの変化についてお話を伺った。藤澤さんは大

学時代に地域の活気を高めるようなボランティア活動を行っており、社会人になった現在

も継続しているという。社会人として立場や環境が変化するにあたり、自分の好きなことや、

やりたいと思えることを諦める必要はないことをお話しいただいた。

3 人目のシンポジストである青森県児童相談所の児童心理司の吹田さんから、「社会人に

なること」について、正と負の両面に着目し、お話し頂いた。心理司として、愛護手帳の判

定や子供に関する相談の対応、虐待の対応等の業務に従事する中で、プライベートな時間の

制限や仕事の責任といった負の側面を感じる一方、社会とのつながりや生活の安定といっ

た正の側面を感じることが語られた。また、参加する学生らに向けて、現在の自由な時間を

活用し、様々なことにチャレンジしてほしいと語られ、多くの経験を人生の糧とすることで、

魅力的な人材になれるとのことだった。

４人目のシンポジストである福島少年鑑別所の法務技官の石黒さんから、社会人 3 年目

となった自分が考える「社会人になること」とはどういうことなのか、お話し頂いた。まず、

石黒さんが勤める少年鑑別所の概要や法務技官の業務、学生時の生活を説明して頂いた。そ

して、石黒さんが考える「社会人」になることとは、①健康に働くこと、②想定外に対応で

きる余裕をもつこと、③自分の限界を把握することであることが語られた。そんな石黒さん

は、ご自身を「社会人」になっている途中だと捉え、今後も頑張っていきたいという強い意

志と自分で自分を大事にすることの大切さをお話し頂いた。

今回のシンポジウムを通して、異なる業種の方々から、それぞれが考える｢社会人になる

こと｣をお聞きすることができた貴重な機会であった。社会人という学生とは異なる身分や

新型コロナウイルスの流行、社会人としての責任・重圧等が重なる中で、粉骨砕身して働く

ばかりでなく、自分の心身の健康に気を使ったり、趣味やプライベートな時間を大事にした

りすることが大切であり、プライベートと仕事を両立させられる社会人の在り方の重要性

が感じられ、仕事や会社への適応と自分自身への適応の 2 つを両立させられることが、真

に社会に適応しているということなのだろう。これから社会人になる我々にとって、有用な

ご意見ばかりであり、社会人になるにあたり、｢社会人になること｣から更に突き詰めたテー

マ、例えば、社会人としての姿勢や仕事と私生活の両立等を考える機会となったのではない

だろうか。

最後に、シンポジウムの開催にあたり、お忙しい中貴重なお話をしていただいた４名のシ

ンポジストの方々、並びに質疑応答にて議論を盛り上げてくださったフロアの参加者の

方々に、深く感謝申し上げます。

【シンポジストより】 

地方百貨店において「社会人」であること 

山崎 航平（株式会社川徳）

現在の主たる業務は、販売員です。紳士カジュアル服のコンサルティング・セールス、お

直しといった接客販売に加え、外商顧客への商材提案、商材の発注・返品・棚卸、商品陳列・

売り場づくり、商品の包装、POS レジ操作・カード発行・勧誘や顧客照会といったキャッシ

ャー業務、POP 作成、各種催事会場設営・撤収などを担当しています。その他に経験した業

務としては、ギフトセンター承り業務、催事の商品提案および広告原稿の作成、「スヌーピ

ー・ファンタレーション展」といった催事の企画・運営応援があります。

「社会人になる」ことが、「（私）企業社会の一員になること」であると解釈すれば、「社

会人になる」とは、「企業の利潤追求に役立つような人間になる」、といったところでしょう。

私がいたころの大学教育は、主にこの目的をうまく達成できるような人間の育成に力が入

っていたように思います。地方百貨店の販売員として 2 年近く奉職して思うのは、それはホ

ワイトカラーとしての、という条件つき、だったような気もします。というのも、少なくと

も販売職である限り、大学教育で得たものは、業務上、役に立ったり立たなかったりするか

らです。「グレーカラー」である私のように、販売員のような職業に就く人々が、どのよう

に大学教育で手にしたものを役立てていくのか、また、そもそも役立てる必要があるのかと

いう問題には、一通りではない答えが用意されているように思います。

社会人になるとは、社会で自分の居場所を見つけるということ 

吹田 ひより（青森県心理職）

私は青森県の心理職として採用され、現在は児童相談所に勤務している。様々な相談に応

じて心理アセスメントをすること、愛護手帳(知的障害を有する児童のための療育手帳)の判

定を行うことが主な業務である。心理検査を実施したり、児童福祉司と共に児童や保護者と

面接を行ったりして記録をまとめる。他機関との連携もあり、現場に出ることは多い。

社会人になってからは毎日が一瞬で過ぎ去り、気づくと雪が降り始めている。社会人につ

いて、負の側面はプライベートの時間が限られること、与えられた仕事には責任が伴うこと

が大きいだろう。一方、正の側面としては、生活を安定させたうえで、社会を支える側にな

ること、社会で自分の居場所を見つけられることが挙げられる。強制的に社会と繋がる、と

いうことは、正と負の両面を持っているように感じられる。

学生生活を振り返って思うのは“自由だった”ということ。学業・サークル活動・アルバ

イト等と忙しく過ごす大学生が多いと思うが、時間をどのように使うかを自分で選択でき

る、というのは有難いことだった。大学生活が“人生の夏休み”と呼ばれるのは、社会人に

なってその素晴らしさを改めて噛み締めるからである。社会人になる前にぜひやってほし

いのは、大学生の自由な時間を使って様々な体験をすること。色んな活動を通して視野を広

げ、観察眼を磨き、コミュニケーション能力を備えることは、どの業種においても役立つと

考える。重ねた経験は人生の糧となり、エピソードトークとなり、普段の会話や飲み会でも




